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Sr2RuOけまカイラルp液状態であることが各種実験より示唆されているが、我々はより明

確な力イラルp波状態の検出と、この超缶導状態に起因する特異な伝導現象の解明を自指

している。 Sr2Ru04は極めて劣化しやすい界面を有するため、人工的に作成された接合界

面を利用するのではなく、畠然に形成された接合系として、Sr2Ru04rこRuが析出した共晶

系、いわゆる3K相の超怪導状惑に着目した。この共品系では析出Ru近傍においてアイラ

ンド状iこ3K超長導がオンセットし、 3K>T>1.5Kの温度では不均一な超伝導状態である超

伝導ネットワークが形或され、 1.5K以下ではSr2Ru04全体が超伝導状態に転移するs

試料iま3K桓 Sr2Ru04を集束イオンビーム(FIB)で、メゾスコピックなサイズ〈約 20x20x

く10Jlm3程度)に加工し、析出 Ruの数を数個以下に制御し、個別の超去導チャンネルの

{云導特性が分離して観測出来る状態を実現したc観測された微分抵抗ーバイアス電流

(dV/dl-l)特性測定は、 3K>T>1.5Kの温度領域において、多くのキンク構造を有し〈塁打、

各キンクは車列に接続された超伝導チャンネルの語界電流に対応する。臨界電流iま

3K>τ>1.5 Kの間で一様な這度依存性

を示し、パリティの異なる超伝導体ジ三

セフソン接合に期待される非一様な特

性は観察されない。またキンク構造に

は1.9K以下でヒステリシスを有するチ

ャンネんと、有しないチャンネルの 2種

があり、各々力イラリティの異なるアイラ

ンド問、同じアイランド閣の超伝導チャ

ンネルに対応すると解釈される。ヒステ

リシスの存在は、異なる力イラリティ爵

に存在する力イラルドメインが電流誘起

運動することを示している。これらを総

合し、 3K棺Sr2Ru04は1.9K以下でカ

イラルp波と理解される。
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図 1:3-K相識ヰにおける微分抵抗
(dV/dI)-ノミイアス電請。の温度変化
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